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世界が求め始めた レジリエンス
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国連 ミレニアム開発⽬標 MDGs

画像︓相模原市ウェブサイトより

MDGs
2001 - 2015
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世界、⽇本で頻発する脅威
2001 アメリカ同時多発テロ
2002-3 SARS（重症性呼吸器症候群）
2003 イラン・バム地震
2004 スマトラ島沖地震・インド洋巨⼤津波
2005 パキスタン北部地震
2006 フィリピン・レイテ島⼤規模地滑り
2006 インドネシア・ジャワ島中部地震
2007 バングラデッシュ南部サイクロン
2008 中国・四川⼤地震
2009 新型インフルエンザ（A/H１N1）
2009 ニューギニア島沖地震
2009 オーストラリア・⼤規模森林⽕災
2010 ハイチ地震
2010 チリ地震津波
2011 ニュージーランド・カンタベリー地震
2013 フィリピン台⾵３０号
2015 ネパール地震

・・・

2003 宮城県北部地震、⼗勝沖地震
2004 台⾵16号、18号、23号
2004 新潟県中越地震
2005 台⾵14号
2006 豪雪
2007 能登半島地震、新潟県中越沖地震
2008 岩⼿・宮城内陸地震、岩⼿県沿岸北部地震
2011 新燃岳噴⽕
2011 東北地⽅太平洋沖地震（東⽇本⼤震災）
2011 台⾵12号
2013 猛暑
2013 台⾵26号
2014 豪雪
2014 豪⾬による広島市⼟砂災害
2014 御嶽⼭噴⽕
2016 熊本地震、⼤分県中部地震
2016 台⾵7号、11号、9号、10号

・・・

⼀部抜粋



Source: Kyodo News, “Massive earthquake hits Japan”, h=p://www.boston.com/bigpicture/2011/03/massive_earthquake_hits_japan.html

２０１１年 東⽇本⼤震災
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都市と⼈間の居住地を包摂的、安全、レジリエント
かつ持続可能にする

レジリエントなインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産
業化の促進及びイノベーションの推進を図る

国連SDGsが⽬指すレジリエンス

2016 - 2030



7ロックフェラー財団「City Resilience Framework」
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さまざまなレジリエンス
都市のレジリエンスを例に
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⽇本政府が⽬指す 国⼟のレジリエンス



Beyond 5G / 6G でも レジリエンス が新たに備えるべき機能に

9出所︓総務省「Beyond 5G Promotion Strategy」2020年6⽉
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レジリエンス とは
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1950年代〜 アメリカで⼼理学研究
個⼈がいかにトラウマを乗り越えられるか

現在 社会、経済、政治、都市 などへ広がる
個⼈から集団組織へ、そしてトラウマ（局⾯）は多様に

レジリエント（強靭）な都市、レジリエントな（打たれ強い）会社…

レジリエンスの４段階
（１）トラウマへの準備、⼼構え à （２）トラウマに対する抵抗

à （３）再構築。危機的状況に終⽌符。 à （４）回復（復興）の強化

書籍「レジリエンス:こころの回復とはなにか」参照

「困難な状況から回復する能⼒」
「対応⼒」「適応⼒」「弾⼒性」「しなやかさ」…

レジリエンス とは

さまざまな捉え⽅
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出所︓内閣官房国⼟強靭化推進室

レジリエンス とは

1 準備

2 抵抗

3 再構築

4 回復の強化

内閣官房国⼟強靭化
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レジリエントICT



Source: H. Pasman, et al., “Resilience of Process Plant: What, Why, and How
Resilience Can Improve Safety and Sustainability”, Sustainability 2020, 12(15), 6152.

PLANT
Source: Y. Masuda, “Development of a building continuity support system as building 
management system for business continuity”, Int. J. of Japan Arch. Review for Eng. and 
Design, 2018.

BUILDING CITY

Source: J. Pei, et al., “Research on Evaluation Index System of Chinese City Safety Resilience 
Based on Delphi Method and Cloud Model”, Int. J. of Environ. Res. Public Health 2019, 16, 
3802.

Source: Saman Ghaffarian’s Thesis

COMMUNITY
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各業界はレジリエンスをシステマチックに論じている

縦軸の定義
インシデントの定義
システムの定義

インシデントーシステムの関係



出所: 内閣府国⼟強靭化推進室作成図を井上が⼀部改変

能⼒
機能
活動度
…

災害
障害
事件
脅威
…

ショック耐性を上げる

回復を早くする

レジリエンス向上 よりレジリエントな状態

Time

ICT業界はレジリエンスをシステマチックに論じているか︖

インシデントーシステムの関係
縦
軸
の
定
義

インシデントの定義

• システムの構成
• 物理サイズ
• 周辺環境
• …

システムの定義

• 発⽣インシデント
• 種類、場所、強さ、…

• システムが受ける影響（縦軸）

システム改善
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レジリエントICT （例︓情報通信ネットワークシステムを対象）
⼤規模⾃然災害や障害などの「インシデント」が発⽣しても、「情報通信能⼒」の「低下を最⼤
限に抑制し」、かつ発⽣前の能⼒への「回復が最⼤限に早く」、さらに発⽣前に⽐べてむしろ能
⼒向上も可能な性能や機能を備えていること

レジリエントICT と 研究開発の⽅向性

2021.12.1電⼦情報通信学会国際会議ICETC筆者基調講演より

ショック耐性を上げる

回復を早くする

レジリエンス向上よりレジリエントな状態

システマチックな研究開発
• インシデントの定義、種別や影響度の整理
• システム（縦軸）の定義
• KPI（レジリエンス度）の定義
• KPI計測⽅法の定義
• 上記定義のもとでの各ICTシステムの評価と⽐較
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業界全体、そして事業によるレジリエンス向上

技術
•素材
•構造（床、壁、天井、屋根…）
•⼯法

基準、検査、認証
•耐震、耐⽕、防⽔…
•検査⽅法
•認証

法令と助成（導⼊推進）
•基準を満たす建築への許可
•基準を満たす建築への助成
•基準を満たす建築への保険割引

企業、研究機関、⼤学 学会、業界団体、政府 政府、⾦融・保険

建築業界の例

ICT業界

• 素材に相当する個別技術あり
• 部分構造や全体構造は不⾜

• レジリエンス未定義のため無し • ⼀部防災専⽤システムを除いて無し

業界全体による 研究開発〜導⼊ の⼀気通貫の取り組み
公共頼みだけでなく⺠間事業（PPP含む）により導⼊が進む仕組み
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出所︓⽇本建築学会シンポジウム「東⽇本⼤震災 10 周年を機に頻発する複合災害を考える」2021.3.6より

建築業界もレジリエンスの定量評価は課題
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レジリエントICT研究センター
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⼤学・研究機関

企業、NPO等を含む
⺠間セクター

国・地⽅公共団体
公共セクター

・共同研究等
・成果の技術移転

・総合防災訓練等での
成果の活⽤・展開、
・利⽤者ニーズの把握

・共同研究等

・耐災害 ICＴに係る協議会等の
産学官連携活動

・標準モデルやガイドラインの策定

ICTで世界をレジリエントに
1.研究開発︓レジリエントなICT、世界をレジリエントにするICT
2.国⼟強靭化︓産学官・地域連携等による成果の社会利⽤の推進

レジリエントICT研究センター

イノベーション

国⼟強靭化



研究開発
レジリエントなICT
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① 従来は接続が困難だった「タフフィジカル空間」でも無線接続する

電波が 過密 伝搬が 複雑 損失が 特⼤
5G規定以上のタフな環境

B5G



研究開発
レジリエントなICT
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② 光ネットワークの障害「予兆」を検知して「能動的」に回避する

テレメトリとAI分析による
障害予測

光パス切り替え
等の能動制御



研究開発
レジリエントなICT
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③ 通信不安定でもクラウド機能を仮想提供する

クラウド

あらゆるデータ
災害情報（国、都道府県、市町村）

通信途絶

⾃⼰産出型エッジクラウド



得られる地域情報
宇宙線、低周波⾳、PM2.5、花粉、天候、⼈流、交通流、⽕災、河川、⽤⽔路、溜池、⽕⼭、農地・農作物、路⾯…

研究開発
世界をレジリエントにするICT
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④ レジリエントCPSに向けた環境データ複合解析

地域レジリエンス情報基盤
収集したデータを官⺠利⽤

気象
インフラサウンド

書き込み等
（⾮科学情報）

映像地理空間PF
ハザードマップ

過去被災情報

バーチャル展望台

現時点の可視化
（平時スマートサービス）

将来の予測
（防災減災）

過去災害の再現
（防災減災、伝承）

地域のワンストップポータルサイト

必要技術
センシング技術（映像、⾳、振動…）
３次元GIS技術（i-Construction）
シミュレーション技術
xR（AR、VR、MR）技術
…

⻑期構想含む
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共同研究
基礎から応⽤まで

実証実験
⾼知県⾹南市、宮城県⼥川町、和歌⼭県⽩浜町
スリランカ、ネパール、マレーシア

標準モデルやガイドラインの策定
災害に強い情報通信ネットワーク導⼊ガイドラ
イン（耐災害ICT研究協議会）
国際電気通信連合などでの情報提供

国⼟強靭化
産学官・地域連携等による成果の社会利⽤の推進

ITU-D SG2 ２０１８－２０２１

Output Report



レジリエントICT研究センター
取り組み⽅針
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①重要かつ魅⼒ある学術領域として育てていきたい
〜 レジリエントICTという新学術領域の求⼼点 （研究、情報、⼈）〜

②中⽴・公的⽴場を活かした研究先導と、ユーザやプロバイダとも連携した研
究開発や実証等を通して、社会で実際に利⽤される可能性を⾼めていきたい

〜 レジリエントICTの産学官連携拠点（ひろば） 〜
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センタービル

•H24 (2012).4 耐災害ICT研究センター 組織発⾜
•H26 (2013).3  センタービル開所
•R03 (2021).4  レジリエントICT研究センターへ改変

本部（東京）内に東京分室設置

仙台駅

東北⼤学
⽚平キャンパス

開所式

レジリエントICT研究センター

みなさまご協⼒、ご⽀援、ご指導のほど
よろしくお願い申し上げます


